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(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

舟
述
の
枯
地
と
し
て
、
同
時
に
東
北
地
方
へ
の

江
戸
文
化
流
・
八
の
玄
関
口
と
し
て
非
甜
な
賑
い

を
見
せ
ま
し
た
。

こ
の
絵
馬
は
‘
そ
の
賑
い
の
様
チ
を
、
黒
漆

地
に
金
‘
鋲
．
朱
を
使
い
‘
蒔
絵
風
に
描
き

ill

し
た
も
の
で
、

「
港
町
“
咎
」

の
肖
像
両
と
し

て
ば
か
り
で
な
く
‘
舟
運
関
係
柑
料
と
し
て
、

ま
た
災
術
工
芸
品
と
し
て
も
県
内
に
数
少
な
い

俊
品
の

―
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

縦
八
十
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
百
三
十
五
・
五
セ
ン
チ
の

画
面
の
中
央
に
北
ヒ
川
と
中
瀬
が
描
き
出
さ
れ
、

河

11
か
ら
入
沌
し
‘
ま
た
は
停
泊
し
、
荷
役
す

を

一十
数
災
の
千
“
船
‘
淡
や
門
脇
の
両
岸
に

し

IL
ち
並
ぷ
米
磁
群
に
町
家
の
吊
並
が
細
か
く
描

き
出
さ
れ
‘

r
数
百
の
廻
船
入
り
江
に
つ
ど
ひ
‘

人
家
地
を
あ
ら
そ
ひ
て
か
ま
ど
の
坪
立
ち
つ
づ

it
た
り

．
．． 
』

と
松
尾
芭
蕉
の
品
し
た
梢
屎

そ
の
も
の
で
す
。

こ
の
絵
馬
は
、
石
光

J

中
町
の

総
奸
者
中
に
よ
っ
て
文
化

1
年

(
-
A
0
五）

八
月
十
．
―-
日
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
作
者
は

会
律
若
松
生
れ
の
蒔
絵
師
•
長
谷
三
吉
衛
門
義

ー
で
あ
る
こ
と
が
、
絵
馬
の
淡
野
に
よ

っ
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

L
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の

作
者
で
あ
る
”
長
谷
一l
j
f,
＂
衛
門
義

一
＂
に
つ
い

て
の
詳
細
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

昭
和

50
年
に
東
北
歴
史
沢
料
館
よ
り
‘

こ
の

絵
画

F
法
‘
エ
公
技
術
の
価
値
が
品
め
ら
れ
‘

展
ぷ
及
ぴ
複
製
が
作
ら
れ
．
昭
和
53
年
に
は
石

巻
市
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
屋
神
社
奉
納
絵
馬

II

奥
州
石
ノ
巻
図
II

が
県
指
定
に
II.

▲県指定文化財r奥州石ノ巻図J



石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (2) 

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

【
誌
上
文
化
財
め
く
り
】

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
…

ふ

る

さ

と

の

文

化

財

石
巻
に
は
‘

い
ろ
ん
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

町
の
ち
ょ
っ
と
し
た
と

こ
ろ
に
も
「
へ
ぇ
ー
、

こ
ん
な
と

こ
ろ
に
／
」
、

r
こ
ん
な
も
の
が
／
._/ 

み
な
さ
ん
の
知
ら
な
い
「
文
化
財
」
が
あ
る
の

で
す
。
今
日
は
‘
駅
か
ら
始
ま
る
誌
上
文
化
財

め
ぐ
り
で
す
。
み
な
さ
ん
は
‘
い
く
つ
知
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。

ま
ず
は
‘
石
巻
の
領
と
も
い
え
る
「
石
巻
駅
」

◀
仙
石
線
石
巻
駅
舎

①
宮
城
電
鉄
駅
跡

(
J

R
仙
石
線
石
巻
駅
）

山
口
県
出
身
の
尖
業
家
山
本
翌
次
ほ
か

9

名
が
、
大
正
12
年

(
-
九
二
三
）
12
月
設
立

し
た
宮
城
俎
鉄
仰
の
敷
設
、
経
偕
に
よ
る
仙

台
ー
石
巻
間
の
地
気
鉄
逍
（
俎
車
線
）
は
‘

昭
和
3
年

(
-
九
二
八
）
1
1
月
の
全
線
開
通

以
米
「
直
城
地
鉄
」
の
名
で
視
し
ま
れ
‘
沿
線

各
市
町
村
の
政
治
経
済

・
教
脊
文
化
の
進
展

に
閾
し
て
多
大
な
恩
也
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
19
年
‘
沿
線
の
多

買
城
に
軍
術
工
楊
が
‘
ま
た
矢
本
に
飛
行
楊

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
軍
当

M
の
要

訥
に
よ

っ
て
全
線
が
同
鉄
に
買
収
さ
れ

「
仙

石
線
」
と
改
称
、
そ
の
後
昭
和
62
年
4
月
に

民
酋
化
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

②
仙
北
軽
便
鉄
道
跡

(
J

R
石
巻
線
石
巻
駅
）

明
治

44
年

(
-
九

―一

）
、
仙
台
の
虹
n
族

院
議

U
兌
井
泰
治
氏
と
、
小
牛
旧
ー
石
咎
間

の
各
町
村
の
努
力
で
、
仙
北
怪
使
鉄
近
の
エ

lji
が
開
始
さ
れ
‘
大
正
元
年
（

一
九

―
二
）

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
完
成
に
よ
り
、
石

巻
発
展
の
再
ス
タ
ー
ト
を
見
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

大
正

8
年

（
一
九

一
JL
)
国
有
鉄
逍
と
な

り
‘
昭
和
14
年

(
-
JL
三
JL)
女
川
ま
で
の

延
此
エ
ド
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

▶
石
巻
線
石
巻
駅
舎

和
62
年
に
民
畑
化
さ
れ
た
の
は
‘
皆
さ
ん
し

ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

駅
前
通
り
を
立
町
通
り
へ
と
左
折
し
ま
し
ょ

う
。
③
立
町
は
‘
文
化
十
五
年
（

一
八

一
八）

叫
月
の
『
石
咎
町
衷
畑
中
井
両
脇
町
続
の
場
所

屋
敷
二
被
成
下
‘
右
銘
立
町
と
相
叫
候
様
御
下

知
之
市
』
と
い
う
下
知
状
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

ポ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
立
町
通
り
を
抜

け
て
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ア
イ
ト
ピ
ア
通
り
を

行
く
と
、
左
手
に
陶
器
店
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
が
丸
舟
美
術
館
で
す
。

④
丸
寿
美
術
館

（
聡
観
慶
丸
本
店
三
階
）

江
戸
時
代
‘
石
巻
を
出
帆
し
た

F
石
船
は
‘

▶
寿
福
寺
本
堂

江
戸
で
米
を
お
ろ
す
と
‘
軽
く
な
っ
た
船
体

を
安
定
さ
せ
る
為
‘
船
底
に
生
活
雑
貨
や
江

戸
文
化
を
代
表
す
る
作
品
を
積
ん
で
、
石
咎

へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
す
。
そ
の
干
石
船
の
中

に

「
観
迎
丸
」
が
あ
り
、
初
代
船
主
は
｀
天

保
の
頃
か
ら
江
戸
廻
米
に
た
ず
さ
わ
る
か
た

わ
ら
‘
茶
わ
ん
‘
皿
‘
花
瓶
な
ど
を
持
ち
帰

り
、
石
巻
蚊
初
の
陶
器
店
を
開
業
し
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
‘
家
業
の
参
名
作
品

と
し
て
持
ち
陥
っ
た
古
伊
万
里
、
古
九
谷
な

ど
の
名
品
の
数
々
は
‘
船
名
を
そ
の
ま
ま
店

名
に
し
た
こ
の
店
の
三
階
に
‘
丸
舟
美
術
館

と
し
て
散
逸
す
る
こ
と
な
く
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。



(3) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

山
門
を
出
る
と
目
の
前
に
大
き
な
石
碑
が
建

ア
イ
ト
ビ
ア
と
広
小
路
と
の
交
差
点
を
羽
黒

山
方
而
に
右
折
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
き
あ
た

り
に

‘
立
派
な
お
寺
が
建
っ
て
い
ま
す
。

⑤
海
石
山
寿
福
寺

葛
西
家
代
々
の
祈
剖
寺
と
し
て
天
台
奈
大

遊
院
と
号
し
た
お
寺
で
、
本
町
に
あ
り
ま
し

た
。
葛
西
家
没
落
の
後
、
哀
え
た
こ
の
寺
を

真―
i

目
宗
に
改
め
住
吉
神
社
境
内
に
移
転
し
‘

海
石
山
寿
福
寺
と
称
し
ま
し
た
が
｀
正
保
二

年

(
-
六
四
五
）
仙
台
滞
に
於
て
投
介
を
建

設
す
る
こ
と
と
な
り
、
再
ぴ
現
在
地
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。

本
堂
に
は
多
数
の
絵
馬
が
あ
り
、
そ
の
数
‘

絵
柄
の
盟
訊
さ
は
他
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

ま
た
本
堂
北
側
の
硲
地
に
は
‘
鋳
銭
楊
で
慟

い
た
人
々
の
硲
や
供
淡
碑
が
あ
り
ま
す
。

舟
福
寺
を
出
て
、
細
い
路
地
を
右
手
に
行
く

と
‘
ま
た
お
寺
が
建

っ
て
い

ま
す
。

⑥
菩
提
山
永
巌
寺

立
永
十

一
年
(
-
六
三
五
）
、
松
本
但
馬

兼
満
は
‘
は
州
松
本
か

ら
落
ち
の
ぴ
て
き
た

先
紐
の
逍
竹
を
八
ッ
沢

（現
石
巻
小
学
校
背

後
）
松
本
山
に
改
非
し
、
菩
提
庵
を
建
立
し

ま
し
た
。
そ
の
後
究
永
十
九
年
(
-
六
四
四
）

に
仙
台
恰
王
寺
の
角
外
恕
染
和
尚
を
講
じ
て

開
山
し
、
四
代
の
時
に
現
在
地
に
9
"
上
宇
を
建

立
し
て
菩
提
山
氷
巌
寺
と
改
称
し
た
の
で
す
。

境
内
に

は
天
保
飢
饉
供
養
碑
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
動
堂
の
境
内
は
‘
大
正
時
代
の
米
騒

動
の
集
結
場
所
で
し
た
。

.”―
・t
 

▶
永
巌
寺
本
堂

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
が
⑦
金
華
山
道
標
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
流
行
し
た

金
華
山
参
り
の
街
逍
に

‘
こ

の
よ
う
な
石
製
の

道
標
が
建
て
ら
れ
‘
今
で
も
市
内
数
ヶ
所
に
残

っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
近
く
の
⑧
八
ッ
沢
緑
地
公

園
は
、
明
治

22
年
(

l

八
八
九
）

4
月
、
石
光

J

町
涎
生
の
時
の
9

見
庁
街
で
、
役
楊

・
議
小
幽

．

図
杏
館
な
ど
が
建
っ
て
お
り
、
昭
和
9
年
の
庁

含
移
転
後
は
公
民
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
永
巌
寺
山
門
脇
の
映
画
館
周
辺
は
仙
台
藩
士

粟
野
杢
右
衛
門
の
駐
敷
跡
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑨
吉
田
松
陰
宿
所
跡
（
立
町

一
丁
目
）

束
北
地
方
の
海
岸
防
備
状
況
や
民
梢
視
察

の
た
め
‘
孫
永
阻
年
（

一
八
五

一
）
十
二
月

十
四
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
松
陰
は
‘
翌
五

年
五
月
十
六
日
に
石
咎
に
倒
＞
m
し
ま
し
た
。

松
陰
は
‘
途
中
で
別
れ
て
石
咎
に
滞
在
中
の

親
友
那
珂
通
邸
を
訪
ね
ま
す
が
、
通
窃
は
松

陰
と
福
島
付
近
に
出
迎
え
に
行
き
、
す
れ
迩

い
と
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
松
陰
は
‘
通

ぃ
"rnJ

の
紺
巫
先
石
咎
村
衷
町
（
現
立
町

i

丁
目
）

の
仙
台
藩
士
粟
野
杢
右
衛
門
邸
に
一

泊
し
た

の
で
す
。

永
巌
寺
の
参
誼
を
下

っ
て
、
市
役
所
通
り
を

横
切

っ
て
淡
通
リ
ヘ
と
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
が
通
称
御
殿
横
丁
で
す
。

⑩
御

殿

横

丁

こ
の
周
辺
に
‘
伊
勢
国
出
身
の
咋
杢
商
源
左

衛
門
が
建
設
し
、
直
永

・
享
保
年
間
に
仙
台

藩
に
献
納
し
た
‘
「
御
座
之
間
」
「
御
奉
行

之
間
」
な
ど
、

23
屯
に
及
ぷ
広
壮
旅
罷
な
御

仮
柑
が
あ
り
ま
し
た
。
歴
代
藩
主
の
‘
鹿
狩

り
や
、
石
巻
巡
行
の
際
の
宿
所
と
な

っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
に
は
‘

r
御

殿
」
と
注
記
さ
れ
‘
住
民
か
ら
も
御
殿
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
御
殿
横
丁
を
広
小
路
へ
抜
け
‘
細
い
小

路
を
入

っ
て
ゆ
く
と
「
千
登
用
」
の
行
板
が

H

に
入
っ
て
き
ま
す
。

@

「
縮
図
」
の
お
も
か
げ

H
然
主
枝
文
学
の
披
"
9
峠
と
い
わ
れ
た
‘

徳
ill
秋
州

（一

八
七

一
1

.
J
L
四
三
）

の
披

後
の
作
品

「縮
図
」
は
、
石
巻
を
舞
台
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
千
登
用
ー
は
作
品
中
に

登
場
す
る
と

こ
ろ
で
、
建
物
は
当
時
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
路
を
抜
け
て
、
真
直
ぐ
に
住
背
公
園
へ
と

歩
き
ま
し
ょ
う
。
小
に
は
卜
分
気
を
つ
け
て
下

、0

さ
＼北

上
川
を
渡
る
風
が
頗
を
気
持
よ
く
憮
で
て

い
き
ま
す
。
公
園
で
ち
ょ

っ
と
ひ
と
休
み
・
・・・・・

ペ
ン
チ
に
腰
か
け
な
が
ら
周
阻
を
兄
ま
わ
す

と
す
ぐ

LI
の
前
に
神
社
が
見
え
ま
す
。

⑫
大

島

神

社

石
在
地
方
十
箇
所
の
延
喜
式
内
仕
は
‘
俗

に
「
牡
鹿
十
座
」
と
呼
ば
れ
‘
歴
史
の
あ
る

由
緒
あ
る
神
社
と
し
て
‘
占
く
か

ら
伝
仰
を

集
め
ま
し
た
。
大
島
神
杜
も
そ
の

．
つ
で
、

江
．
い
時
代
の
占
文
巾
り
に
も
‘

こ
の
神
社
の

t

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。



石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (4) 

ヽ

r
i
tれ-

▶
巻
石

/r1.' 
き
望

▶
巻
石

＠

袖

の

渡

り

北
上
川
の
開
さ
く
以
前
は
‘
貞
野
川
や
迫

川
が
流
れ
こ
み
‘
こ
こ
大
島
神
社
前
は
渡
し

場
で
あ

っ
た
と
i

，
口
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か

ら
歌
枕
と
し
て
知
ら
れ
、
松
尾
芭
煎
の
「
お

く
の
は
そ
逍
」
に
も
登
場
し
ま
す
。

源
汲
経
が
平
泉
に
下
る
途
中
‘
舟

it
の
代

わ
り
に
小
抽
を
ち
ぎ

っ
て
船
頭
に
与
え
た
と

い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑭
巻

石

住
吉
公
園
の
前
に
小
島
が
あ
り
、
そ
の
北

端
の
川
の
中
に
あ
る
石
で
、
こ
れ
が
「
石
光

J

」

の
地
名
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
咎
の
地
名
由
米
に
つ
い
て
は
諾
説
あ
り

ま
す
が

、
江
戸
時
代
の
「
石
咎
村
風
土
記
御

▶
旧
毛
利
邸

用
爪
口
出
」
等
、
各
種
の
古
文
K
り
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
こ
の

「巻
石
」

が
起
源
で
あ
る
と
い
う
説
が

一
般
化
し
た
も

の
と
思
わ

れ
ま
す
。

さ
あ
疲
れ
は
と
れ
ま
し
た
か
？
あ
と
少
し

で
す
。
頑
張

っ
て
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
住
吉

公
園
を
巾
て
北

へ
真
直
ぐ
進
ん
で
行
き
ま
す
。

左
側
に
‘
説
明
板
の
あ
る
家
が
見
え
て
き
ま
し

こ
0

f
 

⑮
志
賀
直
哉
生
家
跡

武
者
小
路
実
拘
呼
と
共
に
‘
雑
誌
「
白
樺
」

を
削
刊
し
、
「
暗
夜
行
路
」
の
作
者
と
し
て

知
ら
れ
る
志
買
直
哉
は
‘
明
治
十
六
年
（

一

八
八
二
ご
一
月
―
1
0
日
、
こ
こ

に
生
ま
れ
ま

し
た
が
、
彼
の
石
巻
で
の
生
活
は

二
波
ま
で

で
、
そ

の
後
上
点
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近

く
の
広
済
寺
に
は
‘
早
世
し
た
彼
の
兄
匝
行

の
給
が
あ
り
ま
す
。

も
う
少
し
歩
い
て
行
（
と
‘
住
吉
小
学
校
の

手
前
に

｀
古
風
な
二
階
建
の
建
物
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

⑮
旧

毛

利

邸

こ
の
建
物
は
‘
古
枷
末
の
名
残
り
を
現
在
に

伝
え
る
れ
爪
な
建
物
で
す
。

明
治
元
年

（一

八
六
七
）
十
月
、
石
な
は

矢
本
ま
で
迫

っ
て
米
た
官
軍
と
‘
榎
本
武
場
‘

土
方
改
．
二
等
を
中
心
と
す
る
旧
硲
府
軍
と
の

衝
突
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
‘

旧
硲
府
軍
に
多
批
の
物
荻
を
調
達
し
‘

こ
の
地

を
倣
退
さ
せ
て
石
巻
を
救

っ
た
の
が
細
谷
直

英
と
毛
利
耶
兵
衛
で
し
た
。

毛
利
氏
は
‘
仙
‘
111
陥
米
蔵
を
行
埋
す
る
‘

「御
石
改
横
目
」
の
家
柄
で
、
こ
の
建
物
は

二
階
が
平
曹
院
造
で
、
各
所
に
凝

っ
た
辿
り

が
見
ら
れ
、
当
時
の

11カ
右
に
ふ
さ
わ
し
い

風
格
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
‘
二
階
に
は
土
方
萩
三
が
口
誨
の
限

切
り

つ
け

た
刀
痕
で
あ
る
と
i

，
は
わ
れ
て
い
る

柱
の
楊
が
残

っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
隣
の
小
学
校
の
周
辺
は
⑰
仙
台
藩
米
蔵

跡
で
、
正
保
二
年

（一

六
叫
Jl
)
に
江
戸
廻
米

用
介
射
が
建
設
さ
れ
‘

宝
肝
三
年
(
-
七

A
三）

に
は
、
そ
の
数
が
十
八
棟
に
も
及
ん
だ
ボ
が
記

録
に
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
駅
の
ガ
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。
も
う

i

度
住
吉
公
園
ま
で
引
き
返
し
‘
今
度
は

F
石

案
内
役

町
へ
と
足
を
述
ん
で
み
ま
す
。
右
手
に
大
き
な

ホ
テ
ル
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
周
辺
は
⑬

旧
町
名
「
新
田
町
」

と
い
う
所
で
す
。
元
禄
二

年

(
-
六
八
九
）
五
月
、
「
お
く
の
は
そ
道
」
の

途
中
石
咎
を
訪
れ
た
松
尾
芭
煎
は
‘
新
田
町
の

「
四
兵
へ
」

．毛
に

一
泊
し
ま
し
た
。
そ
の
場
所

は
具
体
的
に
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
お

お
か
た

こ

の
周
辺
で
あ
ろ
う
と
名
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
真
紅
ぐ
進
ん
で
行
く
と
‘
仙
台
溜
鋳
銭

楊
跡
に
出
ま
す
。

⑲
仙
台
藩
鋳
銭
座
跡

享
保
十

一
年
（

一
七
二
六）

、
仙
台
藩
は
‘

硲
府
か
ら
領
内
産
出
銅
の
み
に
よ
る
貨
幣
の

銑
造
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
翌
々
十
三
年
に

採
業
を
開
始
し
、
幾
度
か
の
中
断
を
は
さ
ん

で
明
治
元
年
（

一
八
六
八

）
の
廃
止
ま
で
、

白
四
十
年
間
断
続
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
藩
財
政
は
潤
い

、
石
咎
は
非

常
な
活
況
を
呈
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

、
現
在
あ
る
稲
荷
神
社
は
鋳
銭
場
内

の
入

n
付
近
に
あ

っ
た
も
の
と
息
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
駅
前
へ
と
歩
い
て
行
く
と
‘
い
よ
い

よ
今
日
の
「
誌
上
文
化
財
め

ぐ
り
」
も
終
り
に

近
づ
さ
ま
し
た
。
都
介
90
分
程
の
行
程
で
す
が

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
市
内
に
は
‘
ま

だ
ま
だ
阻
れ
た
文
化
財
が
沢
山
あ
リ
ま
す
。
今

後
も
‘
何
ら
か
の
形
で
紹
介
し
て
行
き
た
い
と

グ
J

え
て
お
り
ま
す
。

本
H
は
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

・
・
・

石
光
Jrlf教
fi委
且
会
）





石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (6) 

法
山
寺
は
、
そ
の
緑
起
‘
削
立
年
不
明
で
あ

る
が
、
沼
津
に
あ

っ
た
天
台
ボ
妙
法
寺
を
当
地

に
移
築
し
た
も
の
と
百

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
瀾
介
は
‘
山
門
改
修
に
伴

っ
て
そ
の
文
化

3
 
調
査
の
概
要

湖
布
期
間

湖
布
主
体
者

調
在
担
当
者

瀾
在
参
加
者

調

ft対
象

2
 

昭
和
62
年
11
月
、
伊
原
沖
の
法
山
寺
よ
り
‘

山
門
の
改
修
に
あ
た
り
そ
の
文
化
財
的
価
値
を

濶
介
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ

っ
た
。
市
教
委
で

は
‘
さ

っ
そ
く
調
牡
者
の
選
走
に
あ
た
り
｀
束

北
大
学
教
授
坂
山
泉
氏
に
協
力
を
求
め
て
調

介
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

以
下
は
そ
の
報
告
で
あ
り
、
法
山
寺
及
ぴ
法

山
寺
総
代
の
方
々
の
特
別
の
取
り
朴
ら
い
に
よ

り
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

調
査
実
施
要
項

石
咎
rli液
9

卜
鹿
KILJ96

法
山
寺
山
門
及
び
本
党
内
陣

昭
和
62
年
12
月
17
日
ー

18
日

宗

教

法

人

伊

原

山
法
山
寺

東

北

大

学

教

授

坂

川

泉

束
北
大
学
文
部
技
宜山

中

束
北
大
学
大
学
院
生佐

森
米
＾
u

渡
辺

束
北
大
学
学
生

Ill
村

社
会
教

ff課
文
化
係

1

調
査
に
至
る
経
過

千
秋

正
埒

裕
生

丈
――

正

ltl山
門正

而
r
．
間
側
血
二
間

薬

医

門

切

K
造

ス

ト

レ
ー
ト
昨

桁
行
五
・
九
七
六
メ
ー
ト
ル
　
梁
間
三
•
一
メ
ー
ト
ル

棟
木
古

9n
・五
二
八
ば

全
て
ilJ
柱
で
扉
は
無
い

。
圃
脇
間
は
板
壁
で

花
頭
窓
に
格

f
p付
き
硼
を
設
叩

Illo
ttに
残
る

柄
穴
な
ど
か
ら
、
も
と
全
面
板
墜
と
推
定
さ

il

る
。正

而
flJ柱
上
の
冠
木
桁
に

二
手
先
組
物
を
の

せ
梁
を
支
持
す
る
。
正
而
中
の
間
の
中

Uii
は

H

に
渦
巻
付
の
板
甜
股
‘
両
脇
の
間
の
そ
れ
は
簑

束
で
あ
る
。
組
物
に
は
尾
惟
、
支
捻
を

Mil．え‘

木
外
は
学
恥
‘
梁
の
正
血
先
端
は
丸
桁
で
か
く

さ
れ
て
い
る
。
正
圃
桁
行
の
両
端
は
‘

二

f
先

組
物
で
九
桁
を
卜
又
持
す
る
た
め
に
恨
惟
化
し
、

形
式
の
上
で
地
方
色
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
．

小
届
組
は
‘
男
梁
を
含
め
た
合
廿
6
本
の
太

い
梁
で
支
持
さ
れ
、
全
体
と
し
て
城
門
を
Ill
ゃゎ

せ
る
仮
放
さ
が
あ
る
。
軒
先
は

一
軒
の
緊
惟
で
、

身
含
部
分
の
化
粧

Ii根
衷
が
吹
窃
せ
惟
に
な

っ

て
い
る
の
は
‘
屈
根
衷
の
見
栄
え
を
名
え
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

切
必
破
風
の
拝
懸
魚
は
‘
鰭
付
き
の
商
懸
魚

で
あ
る
。

造
咲
り
の
時
期
で
あ
る
が
、
形
式
か
ら
江
戸
中

4
 

財
的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
‘
同
時
に
本
咋
去
の
う
ち
内
陣
部
分
が
占
式

を
残
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
為
‘
緊
急
に

湖
介
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

建
築
物
緊
急
調
査

調
査
の
結
果

(
1
)
 

▶
法
山
寺
山
門

期
と
推
定
さ
れ
る
。
山
門
の
西
南
の
“
柱
に
明

和
七
年

(
-
七
七

O
)
の

「
不
許

sel洒
入
山
門
」

及
び
他
所
か
ら
移
さ
れ
て
は
い
る
が
、
明

fll
.-

年

（
．
七
六

A
)
の
石
仏
の
あ
る
こ
と
か
ら
‘

そ
の
頃
で
は
な
い
か
と
も
I
’
え
ら
れ
る
。

こ
の
山
門
は
．
雨
に
よ
る
性
根
部
分
の
腐
氏

の
は
げ
し
さ
か
ら
修
復
が
加
え
ら
れ
た
。
柱
応

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
店
礎
に
の
せ
、
そ
の
柱
脚
は

鉗
板
を
巻
い
て
保
護
し
‘
足
根
は
茅
＂几
か
ら
ス

レ
ー
ト
汗
に
改
造
さ
れ
て
い
る
。

ftJ
本
堂
内
陣
ま
わ
り
建
築
装
飾

本
堂
は
改
築
が
採
り
返
さ
れ
‘
そ
の
歴
史
は

莉
科
が
枠
無
に
近
い
た
め
名
寮
は
不
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
内
陣
ま
わ
り
は
占
材
を
適
直
に

転
川
し
て
い
る
。
特
に
本
党
内
陣
の
後
方
‘
f

i

本
の
米
迎
柱
筋
の
上
部
が
著
し
い
。
こ
れ
は
‘



(7) 石 巻市文化財だより

▲山門*ll物

▲山門を西側より見る

.ヽ,

▲山門懸魚

建築用語解説図

（薬医門側面図）

支輪（しりん）



石巻市文化財だより (8) 
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廿

囲

図



(9) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

平
面
図
と
の
縮
尺
は
異
な
る

法
山
寺
山
門
正
面
図

nu―
 

.‘
 __
 
-
••• 

-_-

会

（
平
面
図
と
の
諒
尺
は
異
な
る

法
山
寺
山
門
側
面
図



石巻市文化財だより (10) 

▲法山寺内陣上部の飛天図（左・右）▲

詈言

▲内陣暮股と彫刻 ▲内陣組物

本堂内陣まわり実測図

0 ..,'町
↓ .1,1 I'l'I l'I ¥,'. 1:20 



(II) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

石
巷
巾
門
脇

i

丁

H
‘
カ
メ
イ
閥
の
元
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
奥
に

て
棟
の
土
rjt
が
建
っ
て

お
り
‘
便
{
且
上
「
北
蔵
」

r
南
蔵
」
と
し
ヽ
そ

3
 

調
牡
協
力
者

瀾
牡
期
間

閥
代
主
体
者

濶
介
相
当
者

瀾
介
参
加
者

瀾
代
対
象

2
 

昭
和
63
年
3
J
l
、
カ
ノ
イ
株
式
会
社
石
咎
支

店
よ
り
‘

rti内
門
脇
町

二
l
H

6
番
6
"万
に
あ

る
士

lit
．． 

棟
を
‘
所
有
地

の
打
効
活
用
に
際
し

支
防
と
な
る
恥
‘
解
体
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ

っ

竺

教

tf委
H
会
は
．
こ

の
土
油
が
江
戸
時

代
に
南
部
藩
の
米
蔵
と
し
て
仙
わ
れ
て
い
た
可

能
性
が
強
く
‘
近
世
石
咎
の
様
，
ナ
を
知
る
い
H
ボ

な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
保
存
の
方
向
で
協

議
を
爪
ね
た
。
し
か
し
肝
体
は
免
れ
ず
‘
止
む

な
く
解
休
時
期
の
延

Lk
に
協
力
を
頂
き
‘
．

一棟

の
上
蔽
の
緊
急
調
代
を
実
施
し
た
。

調
査
実
施
要
項

石
光

J

市
門
脇
町

一
丁
目
所
在

カ
メ
イ
憫
所
有
土
蔵
二
棟

昭
和
63
年
4
月

2
9
H
1
3
0
H

石
巻
市
教
脊
委

U
会

求

北

大

学

教

授

坂

旧

泉

東
北
大
学
文
部
技
官rn中

JE
.. 
[
 

東
北
大
学
大
学
院

t
及
ぴ
学
生

社
会
教

fr課
文
化
係

カ
メ
イ
株
式
会
社
石
巻
支
店

調
査
の
概
要

1

調
査
に
至
る
経
過

調
査
の
結
果

圏
南
蔵t

蔵
造
平
尿
建
切
比
造
ト
タ
ン
作

梁
間
六
•
六
メ
ー
ト
ル
（

．． 
二
十
一
•
八
尺
）

三
•
六
間

桁
行
二
四
•
六
メ
ー
ル
（
八
十
一
・
ニ
尺
）

十
三
・
五
間

建

築

雁

梢

丘

卜

坪

ii-F
前
そ
れ
ぞ
れ
下
駐
庇

竣
工
明
治
四
卜
年
」
ハ
月

i
ぶ
'ii
H

◀
南
蔵
近
景

4
 

れ
ぞ
れ
の
瀾
代
を
実
施
し
た
。

建
築
物
緊
急
調
査

(
2
)
 

未
内
は
‘

し
ば
し
ば
改
造
が
加
え
ら
れ
て
い

る
が
．`
上
と
し
て
間
仕
切
に
そ
れ
が
兄
．つ
れ
る
。

ま
た
束
友
澗
に
続
く
小
柑
糾
は
後

lIt
に
加
え
ら

れ
た
ト
ラ
ス
（
構
造
凡
II
組
の
一
咄
式
）
で
あ
り
｀

屯
内
に
朋
な
ど
が
祈
設
さ
れ
た
。

こ
の
成
の
柱
の
太
さ
は
ト

ILi.、角
で
‘
柱
間

は
梁
間
が
約
JL
ト

h
i;
（；’
.
.
 ―
四

K
)
‘
桁

行
は
約
几
卜
へ
、（
約
：
一尺
）
で
あ
る
。

こ
の
小
松
紺
は
製
材
さ
れ
に
角
材
を
用
い
‘

錘
下
の
母
柁
に
よ

っ
て

i

．
ヶ
所
の
小
柑
組
が
連

結
さ
れ
‘
室
内
に
中
柱
は
な
い

。
そ
し
て
小
屈

組
の
地
棟
と
軒
桁
に
細

nの
錘
を
架
け
野
地
板

を
張
る
が
‘
恥
恨
の

i

几
材
の
旧
状
は
判
然
と
し

な
い
。

こ
の
蔵
は
コ
．
屯
構
成

の
「
：ri戸
前
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
屯
の
行
面
に
ャ
9

窓
が
設
け
て
あ
る
。

な
お
、
現
在
は
堕
体
に
な
っ
て
い
る
東
杜
側
と

南
側
西
岱
に
は
入
口
の
痕
跡
が
み
ら
れ
、
柱
は

t
台

L
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
棟

札
に
は
明
治
四
十
年
六
月
．． 

ト
11
と
あ
る
。

屋
北
蔵土

蔵
造
平
屋
切
妻
造
ト
タ
ン
茸

梁
間
六
•
三
八
九
メ
ー
ト
ル
（
二
十
一
尺
）

i
"＂▼
 
.
l
,
＇ 一
・-

桁
行
十
五
・
九
五
八
セ
ン
チ
(
五
十
ニ
・
六
ハ
尺
）

¥
，
'
 

＼
 

J
I
I
 

I

ー

建
築
血
梢

；．i
ト

・
六
坪

二
戸
前
全
血
下
困
庇

造
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
‘
明
治
期
に
改

造
が
加
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
見
ら

れ
る
主
な
改
造
は
‘
梁
間

h
血
の
腰
部
分
の
外

側
に
凝
灰
岩
を
栢
み

‘
桁
行
方
向
に
は
副
柱
を

加
え
‘
部
分
的
に
は
柱
間
を
斜
材
で
補
強
し
腰

部
分
を
セ
メ
ン
ト
液
‘
吃
体
は
全
て
漆
喰
塗
で

仕

L
げ
て
あ
る
。
同
時
に
床
を
全
面
コ
ン
ク
リ

ー
ト
叩
き
と
な
し
、
梁
間
外
側
の
柱
は
床
上
に

-l-; 

▶
北
蔵
近
景

建
ち
、
他
の

9

-

．jj
の
柱
脚
は
切
IJ
取

っ
て

コ
ン

ク
リ
ー
ト
枯
礎
を
ま
わ
し
‘
十
几

で

x
卜・

一方

の
木
材
の
土
台
を
挿
入
し
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。

柱
の
太
さ
は
十
五
セ
ン
チ
角
で
、
そ
の
柱
の
間
隔

は
ど
側
が
約
じ
十
J
L
.、
(
．
．
．
 六
尺
）
、
桁
行

は
約
ヒ
ト
七

i
-

、
(
..
.
 IL
尺
）
で
あ
る
。
窓
（換

気
礼
）
は
各
．
見
削

L
部
に

‘
ま
た
後
補
か
と
名

え
ら
れ
る
換
気
孔
が

一
言
’
前
中
間
上
部
に
設
け

て
あ
る
。

小
柑
梁
は

11然
木
を
使
用
し
、
屯
内
に
は

111

柱
が
無
い

。
中
間
ニ
ヶ

所
の
小
届
紺
は
‘

三
本
の

束
で
支
持
さ
れ
る
夭
秤
梁
に
地
棟
を
の
せ
、
そ

れ
と
軒
桁
上
に
合
常
を
架
け
る
折
沼
紐
で
あ

っ

て
‘
合
党
に
は
母
品
は
な
く
野
地
板
を
直

に
横

に
張

っ
て
あ
り
、
西
北
側
の
小
圧
組
は
．
一
段
に

組
ま
れ
に
中
央
の
束
に
よ
り
地
棟
が
支
持
さ
れ

．ゞ・...
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近
世
の
石
咎
迷
に
は
仙
台
藩
の
米
蔵
が
多
数

建
て
ら
れ
て
い
た
が
‘
河
口
近
く
を
惜
地
し
て
、

南
部
藩
の
そ
れ
も
建
っ
て
い

た
。

r
紅
代
誌
』
に
”
脱
安
2
年

（一

六
四
几
）、

江
戸
米
価
漸
く
心Jl
し
、
九
月
几
日
桂
ヒ
郎
伍
衛

門

・
下
田
将
監
に
命
じ
て
‘
仙
台
代
宜
郡
山
盟

後
に
ItN
を
賜
り
て
‘
始
て
北
上
川
を
巡
ぷ
枯
米

の
貯
に
‘
仙
台
石
の
巻
‘
阿
部
治
右
衛
門
柑
敷

ヘ
米
介
を
建
て
む
ヤ
を
甜
ふ
。
仙
台
餃
品
れ
を

許
す
、
以
て
江
戸
へ
述
消
す
。
”
と
あ
る
。
夭
和

年
中

（
．
六
八

一
1
八

IIY
)
に
は
‘
梁
間
四
間

半
‘
桁
行
十
五
間
の
上

・
下
の
占
蔵
と
新
成
の

,
1
棟
が
あ
リ
‘
卓
保
八
年

(
-
ヒ
ニ
三
）

・1
月

五

H
の
H
付
の
あ
る

「南
部
藩
石
咎
廻
米
御
定

H
」
に
は
‘

"・

‘
御
蔵
の
間
数

一
番
蔵
四

間
ー
十
間
‘
二
番
翌

而

ー
十
間
‘
．
二
番
蔵
三

間
ー
十

叫

四

番

翌
l

間

ー

几

皿

翡

邑

一

間

卜
間
、
新
御
祓
四
間

I
+
i
皿皿
‘柾
w
北い

ai、

芽
茸
”
と
あ
り
、
ま
た
石
巻
の
南
部
藩
の
米
蔵
の

棟
札

（北
上
市
立
縛
物
館
成
）
に
は
｀
党
延
元

年

（
一
七
四
八
）
・
-
卜
間
叔
‘
笈
延
二
年
十
阻

間
成
と
あ
っ
て
、
米
蔵
の
棟
数
も
培
加
し
｀
そ

の
位
沿
は
‘
占
絵
図

（東
北
大
学
中
央
図
It11
館

蔵
）
に
よ
れ
ば
中
瀬
の
‘
阿
い
の
河

n
近
く
か
ら

南
部
会

ilt、
一
関
会
所
と
米
成
が
上
門
ノ
脇
に

示
さ
れ
‘
弘
化
年
間
(

i

八
四
四

I
一
八
四
七
）

絵
図
で
は
盛
岡
御
成
と
あ

っ
て
、
現
在
の
門
脇

町

一
丁

H
に

i

致
す
る
。

こ
れ
等
の
ヤ
か
ら
‘

5

考

察

て
い
る
。
室
内
の
小
駐
糾
は
相
互
に
独
立
し
て

い
る
の
で
、
野
地
板
に
よ
り
連
結
さ
れ
て

い
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
現
状
で
は
屈
根
の
原
作
材

は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
土
蔵
は
‘
南
成
に
比
ぺ
て

木
材
‘軸
糾
‘小
拾
組
の
全
て
が
古
式
で
あ
る
。

十
八
世
紀
の
石
巻
の
南
部
藩
米
蔵
の
規
段
は
梁

間
四
間

（七
巳

前
後
｀
桁
行
十
間
1
十
四
間

（十
八
い
り
ー
ニ
十
五

M
)
柾
炸
で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

な
お
‘
江
戸
時
代
の
語
溜
の
米
蔵
は
平
駐
建

瓦
作
土
蔵
．
梁
間
は
旧
間
i
五
間
‘
桁
行
は
二

戸
前

i
八
戸
前
で
、

一
戸
前
が
十
ニ

ー
i

二
十
六

坪
と
さ
れ
る
の
で、

こ
の
度
の
調
介
に
よ
る
北

蔵
は
‘
こ
れ
を
大
き
く
外
れ
な
い
こ
と
か
ら
古

式
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
江
戸
末
期

頃
の
南
部
溜
米
蔵
の
可
能
性
が
大
き
い
。

≫
 

旧

北

上

川

V

"------7。 29 30 40 
二 石巻市1: 2500地図

5。[(承認番号）昭47第6253号を＝ 基衷頁料として加箪作製 l 
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は
じ
め
に

石
巷
市
高
木
と
桃
生
郡
河
北
町
の
境
に
位
沼

す
る
上
品
山
は
‘
山
頂
に
牡
鹿
十
座
の

―
つ
で
あ

,‘
r
u
,
.
 

る
久
躯
比
奈
神
社
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
‘
宝
米
山
上
品
寺
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
も
あ
リ
‘
江
戸
期
か
ら
‘
こ
の
上
品
寺
の

跡
に
板
碑
が
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
‘
近
年
ま
で
‘
寺
跡
は
上
品

山
の
ど
の
あ
た
り
な
の
か
‘
板
碑
の
く
わ
し
い

状
況
は
ど
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
報
告
は
‘
以

L
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え

る
た
め
に
‘
寺
跡
と
．
板
碑
の
状
況
を
知
ら
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1

上
品
山
の
位
匹
と
寺
跡

上
品
山
は
牡
鹿
那
凶
木
村
（現
石
咎
市
邸
木
）

に
属
し
、
標
高
四
六
六
•
八
メ
ー
ト
ル
、
北
は
追
波
川

（北
上
川
）
を
へ
だ
て
て
‘
北
上
町
の
翁
介
山

に
対
峠
し
、
東
は
硯
上
山
‘
雄
勝
峠
に
、
西
は

龍
系
山
に
連
な
る
。
上
品
山
肌
に
は
牡
鹿
十
座

の
―
つ
で
あ
る
式
内
社
久
集
比
奈
汁
が
あ
り
‘

現
在
で
も
、
翡
木
地
区
の
人
々
に
よ

っ
て
祀
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
‘
「
i"向
木
村
安
永
風
土
記
」

の
旧
跡
の
項
に
は
‘

-‘
卜
品
山
寺
跡
“
心
蝕
蔽

右
ハ
宝
米
山
上
品
寺
と
巾
寺
付
之
候
処
‘

何
年

'4
頃
禿
寺

＿孟
能
成
退
転
低
哉
‘
年
月

北
こ

相
知
不
巾

と
．
卜
品
寺
の
こ
と
が
み
え
る
。
卜
品
山
川

の
寺
院
に
つ
い

て
は‘

こ
の
他
に
坂
上
田
村
麻

呂
の
開
基
と
伝
え
る
天
台
宗
高
徳
寺
が
あ
り
‘

前
九
年
、
後
三
年
の
役
当
時
に
廃
絶
さ
れ
た
と

す
る
。
こ
の
上
品
山
麻
徳
寺
に
つ
い
て
は
文
応

元
年

(
―
二
六

O
i
六
一

）、平
消
盛
の
末
流
平

森
信
お
よ
ぴ
一
族
平
重
泊
が
こ
の
地
に
い
た
り
‘

爪
清
の
末
裔
平
閥
直
は
太

IR
近
灌
に
仕
え
た
が

戟
死
。
古
向
直
の
嫡
チ
i"9
徳
は
仏
門
に
入
り
‘
父
の

菩
提
を
弔
う
た
め
奥
州
へ
下

っ
て
上
品
山
に
と

ど
ま
る
う
ち
‘
液
村

（現
石
丸

J

市
洸
）
の
曹
洞

●
示
梅
険
寺
四
世
大
円
文
杵
に
入
門
。
名
を

一
翁

●
示
料
と
改
め
て
梅
沿
寺
五
世
と
な
り
、
の
ち
に

曹
洞
宗
上
品
山
裔
徳
寺
の
間
山
と
な

っ
た
と
す

る

（宮
城
県
の
地
名

・
ギ
几
杜
）。

し
か
し
‘
宝

米
山
寺
品
寺
に
し
ろ
上
品
山
i"
1
倍
寺
に
し
ろ
‘

こ
れ
ら
寺
跡
は
上
品
山
の
ど
の
位
附
に
比
定
す

べ
き
か
は
‘
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

た
だ
‘
i"四
木
地
区
の
人
々
は
寺
楊
跡
と
し
て
地

名
を
知
る
の
み
で
あ

っ
た
。
今
回
の
板
碑
調
任

で
、
こ
の
寺
場
跡
な
る
場
所
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
は
‘
上
品
山
頂
よ
リ
南
に
虹

線
距
離
で
約

一
0
0
"＂
下
の
ギ
場
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る

（位
渭
図
参
照
）。

こ

の
地
域
は
現
在
は
惟
木
が
ま
ば
ら
に
生
え
て
い

る
だ
け
で
‘
寺
跡
の
而
彩
を
寮
知
す
べ
き
逍
構

を
確
品
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
ず
か
に

f

場
で
あ
る
こ
と
と
‘
板
碑
数
格
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
寺
場
跡
と
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

2
、
上
品
山
の
板
碑

上
品
山
寺
跡
の
板
碑
に
つ
い
て

昭
和

62
年

度

板

碑

調

査



(19) 石 巻 市 文 化 財 だ よ り

I I I I 
材年種底幅高
質代子さ さ
II II II II II II 
粘 鎌阿五五 一
板 倉弥 五一
岩＾陀 cm cm 四

一 如 cm 

二来

公ヽ

ご
‘
一
牙
往
土
梓
泉 如

月

入
点

丙
戊

払
字
雰
「

た
秀
為
ロ
ロ
己

o

e
 

-ー
-1

』:
••
• 
』

I I I I 
材年種厄幅高
質代子さ さ
II II II II II II 
粘室不五 三 七
板 三七
岩 町明 cm cm cm 

り 0

1

0
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I I I I 
材年種厄幅高
牲代子さ さ
II I II II II II 
粘 不金 ー ニ七
板 剛 三三三
岩 明界 cm cm cm 

! 
来

I I I I 
材年 種厚 高
質代子さ

幅

II II II II II ↑ 
粘不阿三三六
板弥 cm 二 0
岩 明陀 cm cm 

塁

而＇
lt-
其
0

令脅

日□ロロり

゜
,. 

).O 

量
這
“

., 

。
L
 ．．
 
ー

―
-
』
・
一



(21) 石 巻 市 文 化 財 だ よ り

I I I I 
材年種厄 裔
質代子さ 幅

II II II II II ↑ 
粘不 地八一六
板 蔵 cm 四 二
岩明菩 cm cm 

薩

I I I I 
材年種犀 高
質代子さ 幅

さ

II II II II II II 
粘不金九一六
板剛 cm 四 O
岩明界 cm cm 

þÿY'eåY‚ge
来

ゞ
J

し

凡
評
厄

ノ

吊

尺

〇
肝
川
川
¥
`

°

ト

Ill

.

.
 

,
 ．
． 

』

o

k

0

 

↑

”

.
 



石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (22) 

I I I I 
材 年種厄 高
質代子さ

幅
さ

II II II II II II 
粘不地八 二 七
板 蔵 cm 四六
岩 明菩 cm cm 

薩

o

e

"
 

d
 

.

.

.
 

_
.
＿

_
l
 

I I I I 
材年種厄 麻
質 代子さ

幅
さ

II II II II II II 
粘不不八 二 六
板 cm 四四
岩明明 cm cm 

※
賢
俊
上
座
の
記
し
方
、
種
子
の
位
囲
に
あ
た
る
上
部
の

記
号
な
ど
か
ら
、
板
碑
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
．

彫
り
方
が
他
の
板
碑
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、

＿
応
板
碑
と
し
て
お
く
。

賢

It
二
九`＼

 

）〔

ヽヽヽ,
i
k
.
Lり

""l
り

10



(23) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

「
本
町
」

・・

・

「
JL
軒
町
」

．
．． 
今
は

失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
廿
な
が

ら
の
町
名
は
‘
そ

れ
を
聞

い
た
だ
け
で
そ

の
町
の
形
成
さ
れ
た
様

,rや
｀
そ

の
町
の
昔
の
状
況
を
想
い
起
こ
さ
れ

る
も
の
が
多
く
｀
そ
れ
自
体
が
わ
た
し
た
ち

の

”
ま
ち
＂の

歴
史
を
物
語
る
文
化
財
で
す
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
止
n
な
が
ら

の
町
名
も
、
昭
和

37
年
に

「
住
居
表
ホ
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
‘
合
理
化

の
名

nの
も
と

に
次
々
と
姿
を
梢
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
“
巻

lii
/U例
外
で
は
な
く
‘
昭
和
40
年
か
ら
住
居
表

ポ
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
名
は
｀

「
迎
」
や

「
辿
り
」

に
面
し
た

一
連
の
家
々
を

―
つ

の

「
町
」
と
し

て
と
ら
え
て
き
て
お
り
‘

ぇ
lhJ
ぅ
三
軒
‘
両
隣

り
＂
の
言

菜
が
示
す
と
お
り

の
町
で
し
た
。
と

こ
ろ
が

、
新
し
い
住
屈
表
示
は

「
街
区
方
式
」

と
い
わ
れ
る
．

つ
の
区
圃

（
プ
ロ

ッ
ク
）
を
単

位
と
し
た
表
ホ
方
法
で
す
。

し
か
し
、
現
在

「
旧
町
名
」
が
見
直
さ
れ
‘

各
地
で
従
米

の
町
名
を
残
し
た
り
‘
失
わ
れ
た

町
名
を
何
ら
か
の

h
法
で
残
そ
う
と
い

う
動
き

が
iti発
化
し
‘
石
巷

rli教
ff委
り
以
会
で
も
昭
和

56
年
度
か

ら
「
旧
町
名
表
ぷ
“
柱
設
社
ド
梨
」

を
尖
施
し
て
お
り
ま
す
。
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た

町
名
‘
由
祐
あ
る
町
名
な
ど
‘
こ
れ
ま

で
15
ヶ

所
に
設

iri
し
て
き
ま
し
た
が
‘
今
年
度
も
新
た

に
2
ヶ
所
に
設
骰
し
ま
し
た
。

こ
の
ド
槃
は
、
地
権
者
Ji
々
の
こ
好
紅
と
ご

協
力
に

よ
っ

て
尖
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
特
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
副
い
い
た
し
ま
す
。

〈
昭
和

56年
度
設
四
〉

『新
川
町
』
1
1
千
石
町

（
石
を
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
前
）

r
渡
波
本
町
』
1
1
渡
波
町
―1

・（
内
海
笑
Ji前
）

r
淡
本
町
』
1
1
淡
町
．

（
淡
幼
椎
園
前
）

〈
昭
和

57
年
度
設
置
〉

r
横
町
』

II
F
石
町

（
河
北
新
報
札
前
）

r
中
町
』
1
1
中
央
二
（
ダ

ッ
ク
シ
テ

ィ
丸
光

石
咎
店
前
）

r
九
軒
町
』
1
1
門
脇
町
二

（
消
防
第
．
1

分
団

前
）

〈
昭
和

58年
度
設
匹
〉

r
立
町
』
1
1
立
町

i

（
仙
台
銀
行
削
）

r
面
剣
Ill
』
1
1
泊
水
町

一
（

ニ
イ
ヌ
マ
ピ
ル

前
）

〈
昭
和

60
年
度
設
沼
〉

r
後
町
』
1
1
門
脇
町
．． 

（
西
光
寺
前
）

r
袋
谷
地
』
1
1
水
明
南
．

一

(K
林
寺
前
）

〈
昭
和

61年
度
設
匹
〉

r
本
町
』
1
1
中
央

]
（
旧
中
央
郵
使
屈
前
）

r
坂
下
町
』

1
1
中
央

一（
永
巌
寺
参
近
・
人
11
)

〈
昭
和

62年
度
設
区
〉

r
本
け
小
翌

1
1
双
菜
町

（
双
栄
町
公
園
内
）

r
御
所
入
』

1
1

送
上
即
lfr.^

（御
所
・
A
公
園

内
）

I
-哨翫
EEn.

”
町

名

も

文

化

財

Ii

町
名
を
後
世
に
…

由
緒
あ
る

田

町
〈
昭
和

63年
度
設
匹
〉

束

町



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (24) 

▲袖の渡り

木
製
の

nぃ
椋
柱
に
「

O
O跡
」
と
記
さ
れ

た
も
の
を
ご
邸
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
111心
い
ま
す
。

文
化
財
は
‘
慈
外
と
私
達
の
身

近
な
所
に
あ
る
も
の
で
す
。
気
付
か
れ
ず
に
眼

っ
て
い
る
文
化
財
の
近
く
に
‘
什
店
市
教
行
委

"
N
会
で
は
紺
年
文
化
財
標
柱
を
設
汎
し
て
い
ま

す
。

今
年
も
次
の

JL
ヶ
所
（
建
て
氏
II

え
を
含
む
）

に
設
凶
し
ま
し
た
。

私
達
の
川
先
の
残
し
た
心
ll
爪
な
文
化
財
を
‘

次
の
時
代
の
人
々
に
伝
え
る
た
め
‘
こ
れ

ら
文

化
財
の
保
護

・
保
什
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
釧
い
い
た
し
ま
す
。

新
発
川
溜
七
久
米
幸
太
郎
は
‘
父
の
仇
敵
滝

沢
休
右
衛
門
を
苦
労
の
木
に
探
し
あ
て
、
女
政

四
年
（

．． 
八
れ
ヒ
）
卜
月

IL
日
‘

つ
い
に

こ
こ

祝

w浜
に
お
い
て
討
ち
果
た
し
ま
し
た
。
文
化

ト

114
年
の

t
件
発
生
か

ら
四
ト

一
年

U
‘
史
ト

二
番

11
に
長
い
敵
討
ち
で
有
名
な
こ

の
久
米
平

太
郎
敵
討
ト
件
は
‘
そ

の
後
菊
池
立
‘
長
谷
川

伸
守
の
小
説
の
紫
材
と
し
て
取
り
卜
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

▼
設
四
場
所
1
1
渡
波
字
祝
田
浜

1
 ーっ

久
米
幸
太
郎
敵
討
の
地

〈
昭
和

63年
度
設
匹
〉

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
文
化
財
ガ
！
“

II

あ
れ
？

源
殺
経
が
、
藤
原
秀
衡
を
た
よ

っ
て

f
泉
へ

袖

の

渡

り

廊
鬼
山
寺
跡

坂

KIll村
麻
呂
が
‘
こ

の
地
り
を
平
定
し
た

際
に
、
彼
の
倒
し
た
城
鬼
女
の
供

111と
、
奥
州

飢
護
を
剖
い
‘
型
観
か
11
像
を
祠

っ
て
建
て
ら
れ

た
寺
と

J
ぃ
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
設
四
場
所
II
湊
字
船
石
前
山

三
日
防
館
跡

川
ん
ば

に
つ
き
出
た
こ

の
-lC
の
頂
卜
か
ら
先

端
部
に
か
け
て
そ
の
跡
が
あ
り
‘
約
六
〇
い
7

四

方
の

f
場
と
‘
そ
れ
を
取
り
咎
く
段
築
や

L
以

が
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
背
合
戦
が
あ

っ
た
時
に

｀

こ
こ
で
．

1-
H

間
洲
い
、
つ
い
に
敵
の
餃
入
を
防
い
だ
と
こ
ろ

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
設
匹
場
所
1
1
高
木
字
小
沢

、-....:

跡館

芯

森

警

性

民
i

i

向
か
う
途
中
に
こ
こ
を
通
リ
‘
船

H
の
代
わ
り

に
自
分
の
衣
の
片
袖
を
か
え
た
と
い
う
伝
品
が

あ
り
ま
す
。
古
く

f
安

の
Ue11

か
ら
歌
枕
の
地
と

し
て
知
ら
れ
、
松
尾
色
蕉
も
こ

の
地
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

「
み
ち
の
く
の
袖
の
わ
た
り
の
な
み
だ
川

こ
こ
ろ
の
う
ち
に
流
れ
て
ぞ
住
む
」

I
I
mべ

i

f

 

（
住
吉
公
園
内
）

京
ヶ
森
館
跡

ば
"
9
約．

一八

O
M‘
lii内
に

あ
る
館
跡
と
し

て
は
蚊
も
け
9

い
所
に

あ
り
ま
す
。

北
と
南
に
は

そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
空
堀
が
敵
の
侵
入
を
防
ぎ
‘

特
に
南
側
に
は
門
跡
‘
辿
路
跡
と
111
心
わ
れ
る
凹

地
も
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
廿
．
安
倍
貞
任
が
源
汲
家
と
戦

っ
に
時

に
構
え
な
館

で
あ
る
と

．．
 

，
口
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。▼

設
趾
場
所
II沢
田
字
京
ヶ
森

▼
設
匹
場
所
1
1
住
吉
町
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